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今回は相似形の２回目です。問題を中心に勉強しましょう。

（例題）

ＡＥ：ＥＣ＝１：５　ＡＤ：ＤＢ＝３：５

です。

このときＤＦ：ＦＣを求めなさい。

【解説と解答】

ＤからＡＣに平行に線を引きＢＦとの交点をＧとします。

ＡＥを【8】とすればＥＣ＝【40】です。

また三角形ＢＤＧと三角形ＢＡＥは相似で、ＢＤ：ＢＡ

＝５：８よりＤＧ＝【5】になります。

三角形ＤＧＦと三角形ＦＥＣは相似になり、ＤＧ：ＥＣ

＝５：40＝１：８よりＤＦ：ＦＣ＝１：８

（答え）１：８　

（練習問題）

１ 正方形ＡＢＣＤは一辺が12cm、正方形ＥＣＦＧは一辺が

６cmです。

斜線部の面積を求めなさい。

２ 三角形ＡＢＣの面積は36cm２です。

ＢＣの長さは12cmで、四角形ＤＥＦＧは正方形です。

このとき正方形の面積を求めなさい。

３ 角ＡＥＤは直角でＡＤ＝ＡＦ＝10cmです。

四角形ＤＥＦＣの面積を求めなさい。
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【解説と解答】

１

三角形ＩＢＣと三角形ＢＧＦが相似

ＢＣ：ＣＦ＝２：１よりＩＣ＝４cm

したがってＤＩ＝８cmになるので

ＢＨ：ＨＤ＝３：２になります。

よって斜線部は

１ ３
８×12× × ＝28.8

２ ５

（答え）28.8cm２

２ ＢＣ＝12cm　三角形ＡＢＣの面積36cm２より

三角形ＡＢＣは底辺をＢＣとしたとき、高さは

36×２÷12＝６cmになります。

三角形ＡＤＧと三角形ＡＢＣは相似ですから

ＤＧを②とすると三角形ＡＤＧの高さは①です。

したがって三角形ＡＢＣの高さは③でこれが６cm

ですから６÷３×２＝４が正方形の一辺の長さです。

よって４×４＝16 （答え）16cm２　

３

ＡＤ＝ＡＦ＝10cmですから三角形ＡＢＦと三角形ＡＥＤは

合同な直角三角形です。

したがってＤＥ＝ＤＣ＝６cm　ＦＣ＝２cmですから

６×２÷２×２＝12

（答え）12cm２　

（例題）

四角形ＡＣＥＧは長方形です。

図の斜線部の面積を求めなさい。

【解説と解答】

ＢＦに直線を引き、ＨＣとの交点をＰ、ＤＧとの交点をＱとします。

ＢＰ＝３cm　三角形ＢＰＪと三角形ＪＣＥは相似形でその比は３：18＝１：６より

ＢＪ：ＪＥ＝１：６になります。またＰＱ＝12cm　ＱＦ＝３cmになるので

ＢＫ：ＫＥ＝15：６＝５：２ したがってＢJ：JＫ：ＫＥ＝１：４：２になります。

したがって平行四辺形ＩＪＫＬは平行四辺形ＡＢＥＦの７分の４になります。
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したがって

　 ４ 432 ５
６×18× ＝ ＝61

７ ７ ７

５
（答え）61 cm２

７　　

（練習問題）

１ 左の図は１辺が６cmの正方形を６枚並べた

ものです。

次の各問いに答えなさい。

（１）ＢＨ：ＨＤ＝（　　）：（　　）

（２）ＡＨ：ＨＥ：ＥＩ

＝（　　）：（　　）：（　　）

（３）四角形ＢＣＥＨの面積を求めなさい。

２

三角形ＡＢＣと三角形ＤＣＥは面積が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９cm２と４cm２の正三角形です。

斜線部の面積を求めなさい。

３

長方形の紙を図のように折り曲げ

ました。

斜線部の面積を求めなさい。
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【解説と解答】

１

（１）左図より三角形ＢＨＦと三角形ＡＨＤは

相似です。したがってＢＨ：ＨＤ

＝９：12＝３：４

（答え）３：４　

（２）左図よりＡＨ：ＨＩ＝４：10＝２：５

ＡＥ：ＥＩ＝12：６＝２：１より

ＡＩを21とすれば

ＡＨ＝６　ＥＩ＝７　よりＨＥ＝８

（答え）６：８：７

（３）三角形ＢＪＣは８×６÷２＝24cm２になります。ＡＪ：ＪＣ＝４：８＝１：２

　　　ＡＨ：ＨＥ＝３：４　ＣＥ：ＥＧ＝２：１より四角形ＪＣＥＨの面積は

２ １ ３ ６ 144 ４
12×６÷２× ×（１－ × ）＝24× ＝ ＝20

３ ３ ７ ７ ７ ７

４
（答え）20 cm２

７　　　

２ 三角形ＡＢＣが９cm２、三角形ＤＣＥ

が４cm２ですから

辺の比は３：２になります。

したがってＡＱ：ＱＣ＝３：２です。

同様にＣＲ：ＲＤ＝３：２ですから

ＣＤを【２】とすれば

２ ４
ＲＤは【２】× ＝【 】より

５ ５

４
ＡＰ：ＰＲ＝３：　　＝15：４

５

２ ３ ３ 15 18 10
三角形ＡＣＲ＝９× × ＝3.6より　斜線部は3.6×（１－ × ）＝ ×

３ ５ ５ 19 ５ 19

　 36 17 17
＝ ＝１ （答え）１ cm２

19 19 19　　

３

左のような図になります。

すべて３：４：５の直角三角形

になっていくのがポイントです。

したがって

斜線部は

（９＋1.5）×15÷２－３×４÷２

ー２×1.5÷２＝78.75－7.5

＝71.25

（答え）71.25cm２　

（応用問題）
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ＡＢＣＤは１辺８cmの正方形でＥＦＧＨ

は各辺の中点です。

このとき斜線部の面積を求めなさい。

【解説と解答】

　 　　　　　左の図においてＦＨとＥＧの交点をＰとし図のＲから

　　　　 ＥＰに平行に線を引きＦＤとの交点をＱとする。

　　　　ＲＱ＝1cmよりＲＳ：ＳＥ＝１：２

        よって四角形ＲＳＰＴの面積は

         １ ２   １ ８
        ２×４× ×（１－ × ）＝

        ２ ３   ２ ３

８ ２ ２
×４＝10 （答え）10 cm２

３ ３ ３　　

    

相似形の2回目です。難しい問題も並べてみました。このレベルまでの問題はそう多くの学校で出題

されませんから、できないといってあまり悲観しないでください。

田中貴.net通信でも書きましたが、相似形を難しい範囲まで勉強しておくと、考える力をつける良い

訓練になります。特に図形は、いろいろな解き方があり、こういう解き方でなければならないという

こともまったくありません。したがって、さまざまなとき方を考えてもらう上で、この範囲は非常に

有効です。

今回の問題は、割と難しいものを選んでいます。ですから、１問に30分くらいは時間をかけて、じっ

くり考えてください。その中からいろいろな経験をしてもらうのが狙いです。

先日、高校入試の問題集を見ていたら、やはり相似の問題が出ていましたが、中学受験とそう大きな

違いはありませんでした。もし、さらに興味がある場合は、高校入試の問題集も参考にしてみるとよ

いかもしれませんね。中３のお兄ちゃんの問題を小６の弟君が横で解いてしまうなんてことは、ざら

にあるものですが、お兄ちゃんとしては、立場がないですね。兄弟げんかにならないとよいですが。

　　　　　（田中　貴）
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